
此
の
度
大
谷
大
学
図
書
館
書
庫
の
増
設
工
事
に
因
る
未
整
理
古
書
籍
の

移
動
に
当
っ
て
「
鳳
潭
師
肉
筆
、
倶
舎
論
光
宝
二
記
、
雲
華
院
蔵
」
の
箱

書
の
あ
る
一
箱
の
筆
写
本
が
見
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
恐
ら
く
高
倉
学
寮
か

ら
移
管
さ
れ
た
ま
ま
今
日
に
至
っ
た
未
盤
理
本
の
一
部
と
思
わ
れ
、
実
に

今
日
ま
で
の
長
い
間
衆
人
の
目
に
ふ
れ
る
機
会
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
も
の

で
あ
る
。
箱
は
桐
箱
で
内
部
が
上
下
二
段
に
分
れ
、
「
倶
舎
論
光
記
」
の

表
題
を
有
す
る
十
六
冊
と
「
倶
舎
宝
記
」
の
表
題
を
有
す
る
十
五
冊
を
納

め
て
い
る
。

「
倶
舎
論
光
宝
二
記
」
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
「
倶
舎
論
記
」
（
唐
・

普
光
述
）
と
「
倶
舎
論
疏
」
（
唐
・
法
宝
述
）
を
指
す
。
前
者
は
普
通
略

し
て
「
光
記
」
と
称
さ
れ
、
後
者
は
略
し
て
「
宝
疏
」
と
称
さ
れ
、
共
に

倶
舎
論
の
註
釈
書
と
し
て
は
、
唐
・
神
泰
述
の
「
倶
舎
論
疏
」
（
「
泰
疏
」
）

と
共
に
倶
舎
論
の
三
大
註
疏
と
し
て
重
視
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

「
光
記
」
が
日
本
へ
伝
来
さ
れ
た
年
時
は
詳
か
で
な
い
が
、
平
安
朝
時
代

に
は
既
に
知
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
刊
本
と
し
て
は
元
禄
十

五
年
（
一
七
○
二
）
に
初
め
て
開
版
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
こ
の
他
に
大
正

大
蔵
経
第
四
十
一
巻
論
疏
部
二
、
続
蔵
経
一
・
八
四
、
国
訳
一
切
経
論
疏

大
谷
大
学
図
書
館
蔵

黒
率
坤
罎
倶
舎
論
光
宝
二
記
」
に
つ
い
て

村

松

《
空
僅
、
《
》

注
一
又

部
な
ど
に
収
め
ら
れ
、
又
、
別
に
明
治
二
十
年
佐
伯
旭
雅
校
訂
本
が
あ
る
、

「
宝
疏
」
は
そ
の
撰
述
年
時
に
於
て
「
泰
疏
」
、
「
光
記
」
の
後
に
あ
た
る

も
の
で
、
日
本
へ
の
伝
来
は
文
徳
天
皇
の
天
安
二
年
（
八
五
八
）
円
珍
に
よ

っ
て
将
来
さ
れ
た
と
い
う
・
こ
れ
も
刊
本
と
し
て
は
宝
永
元
年
（
一
七
○
四
）

に
開
版
さ
れ
、
の
ち
明
治
二
十
年
に
「
光
記
」
と
共
に
旭
雅
校
訂
本
と
し

て
も
出
版
さ
れ
た
。
大
正
大
蔵
経
で
は
第
四
十
一
巻
、
続
蔵
経
は
一
・
八

五
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
尚
、
こ
の
「
宝
疏
」
は
将
来
当
時
十
五
巻
本
で
、

そ
の
中
の
十
二
・
十
四
・
十
五
巻
が
欠
本
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
十
四
・

十
五
の
両
巻
は
や
が
て
補
わ
れ
た
が
、
巻
十
二
は
は
る
か
降
っ
て
大
正
六

年
、
石
山
寺
で
延
宝
三
年
の
覚
樹
本
が
発
見
さ
れ
る
ま
で
欠
本
と
な
っ
て

い
た
。
従
っ
て
大
正
大
蔵
経
に
至
っ
て
全
巻
収
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
そ
れ
以
前
の
版
本
に
は
巻
十
二
を
欠
い
て
い
る
。
大
正
九
年
刊
の
俳

教
大
系
所
収
の
倶
舎
論
に
は
「
光
記
」
「
宝
疏
」
が
会
本
と
せ
ら
れ
、
研

究
者
の
比
較
検
討
に
便
利
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
．

さ
て
、
此
の
度
見
出
さ
れ
た
二
本
は
い
づ
れ
も
写
本
で
あ
る
が
、
各
々

奥
書
が
あ
り
、
筆
写
の
年
時
・
場
所
及
び
そ
の
時
の
感
想
を
披
歴
し
た
詩

な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
二
本
が
納
め
ら
れ
て
い
た
箱
に
「
鳳
沌
師
肉

筆
」
と
あ
っ
た
如
く
、
各
巻
の
奥
書
に
は
「
僧
溶
菊
諏
」
の
名
が
見
出
さ

れ
る
。
「
光
記
」
は
十
六
冊
中
、
四
冊
目
の
巻
五
、
「
宝
疏
」
は
十
五
冊

中
五
冊
目
（
巻
六
・
七
）
、
七
冊
目
（
巻
十
・
十
一
）
八
冊
目
（
巻
十
三
・

十
四
）
十
三
冊
目
（
巻
二
十
四
・
二
十
五
）
、
十
四
冊
目
（
巻
二
十
六
・

二
十
七
）
を
除
き
他
は
皆
同
筆
で
あ
っ
て
、
前
記
諸
巻
と
は
筆
跡
を
異
に

し
、
皆
「
僧
溶
菊
潭
敬
写
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

鳳
潭
、
名
は
僧
溶
。
華
厳
宗
の
人
で
山
城
華
厳
寺
の
開
山
で
あ
る
。
江
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戸
時
代
中
期
の
佛
教
の
学
問
研
究
の
中
で
浄
土
宗
の
普
寂
、
真
言
宗
の
慈

雲
、
真
宗
の
慧
海
・
法
橦
、
天
台
宗
の
慈
山
・
光
謙
な
ど
と
共
に
博
覧
の

耆
宿
と
し
て
名
声
一
世
に
高
く
、
特
に
復
古
的
学
風
に
立
っ
て
多
く
の
宗

派
と
論
争
し
、
峻
烈
な
論
難
を
交
し
た
一
」
と
は
普
ね
く
人
の
知
る
所
で
あ

る
。
胤
測
の
伝
記
資
料
と
し
て
は
弟
子
の
覚
洲
（
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）

残
）
の
作
に
な
る
「
大
日
本
華
厳
春
秋
井
伝
」
（
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）

述
）
が
あ
り
、
基
本
的
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
伝
に
よ
る
と
、
鳳
潭

は
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
摂
津
国
難
波
に
生
ま
れ
二
説
に
は
明
暦
三
年

（
一
六
五
七
）
生
、
又
、
越
中
国
埴
生
村
の
人
と
い
う
）
、
元
文
三
年
（
一
七

三
八
）
に
残
し
た
。
延
宝
二
年
、
十
六
歳
で
法
雲
寺
の
慧
極
の
門
に
入
り
、

次
い
で
瑞
龍
和
尚
鉄
眼
に
師
仕
し
て
法
諒
僧
溶
、
法
字
菊
瀧
の
名
を
得
た
、

鳳
潔
の
名
は
そ
の
後
宝
永
六
年
（
一
七
○
九
）
、
五
十
一
歳
の
時
に
改
め
て

つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
青
年
期
は
南
都
の
興
福
寺
・
東
大
寺
に
遊
学
し
て

所
伝
の
古
墳
典
を
求
め
、
唯
識
論
述
記
・
職
伽
論
略
墓
・
同
倫
記
・
法
苑

義
林
章
・
法
華
経
光
宅
疏
・
三
論
玩
・
華
厳
捜
玄
記
・
同
孔
目
章
・
同
探

玄
記
・
倶
舎
論
光
記
・
宝
疏
等
を
書
写
し
た
。
又
、
元
禄
六
年
三
十
五
歳

で
泉
湘
寺
雲
龍
院
恵
応
に
つ
い
て
受
戒
し
、
同
八
年
、
叡
山
安
楽
院
光
献

に
つ
い
て
天
台
三
大
部
を
聴
い
た
と
い
う
。
そ
の
著
作
は
甚
だ
多
く
存
す

る
。
南
部
を
遊
学
し
た
折
に
見
出
し
た
多
く
の
古
書
は
「
扶
桑
蔵
外
現
存

目
録
」
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。

「
華
厳
春
秋
」
に
よ
っ
て
見
る
に
彼
は
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
東
大
寺

清
涼
院
で
「
倶
舎
論
光
記
」
及
び
「
宝
疏
」
を
伝
写
し
た
と
い
う
。
こ
れ

に
よ
り
凧
潭
が
「
光
記
」
「
宝
疏
」
を
書
写
し
た
と
い
う
史
実
を
裏
書
す

る
資
料
と
し
て
、
そ
の
こ
と
の
奥
書
を
有
す
る
二
本
が
現
存
す
る
こ
と
は

注
目
に
値
す
る
と
言
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、
こ
れ
が
は
た
し
て
直
ち
に
鳳

潭
自
身
の
書
写
本
で
あ
る
か
ど
う
か
は
未
だ
忽
卒
に
決
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
。こ

の
筆
写
本
を
雲
華
院
が
秘
蔵
し
て
い
た
と
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の

雲
華
院
と
は
真
宗
大
谷
派
の
第
九
代
講
師
雲
華
院
大
含
（
安
永
二
（
一
七
三

三
）
ｌ
嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
）
）
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
箱
に

「
鳳
潭
師
肉
筆
」
と
い
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
こ
の
本
の
奥
害
の
署
名
を

見
て
大
含
が
そ
う
断
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
今
こ
こ
で
は
箱
書
の
ま
ま

に
此
の
度
の
「
光
記
」
「
宝
疏
」
を
一
応
「
雲
華
院
蔵
本
」
と
呼
び
、
特

に
私
の
見
て
深
い
飢
味
を
覚
え
た
奥
書
を
中
心
に
し
て
い
さ
さ
か
紹
介
を

試
み
た
い
と
思
う
。

先
ず
「
光
記
」
に
つ
い
て
い
え
ば
、
内
題
に
は
「
阿
毘
達
磨
倶
舎
諭
記
、

沙
門
釈
普
光
述
」
と
い
う
。
論
本
第
一
分
別
界
品
第
一
之
一
か
ら
諭
本
第

三
十
破
執
我
品
第
九
之
二
ま
で
を
三
十
巻
、
十
六
冊
で
収
め
そ
の
体
裁
は

現
行
刊
本
及
び
大
正
大
蔵
経
本
の
巻
数
、
品
数
と
一
致
し
、
内
容
区
分
も

差
異
は
な
い
。
但
、
「
論
本
第
何
」
と
い
う
見
出
し
を
欠
い
て
い
る
。
特

に
、
こ
の
十
六
冊
中
、
四
冊
目
巻
五
は
欠
本
を
後
で
柿
っ
た
も
の
に
相
違

な
く
他
の
諸
冊
と
は
明
ら
か
に
異
筆
で
あ
り
、
奥
書
も
な
い
。
こ
れ
に
対

し
て
他
は
皆
同
筆
で
あ
る
よ
う
で
、
各
々
奥
書
を
有
す
る
。
そ
の
奥
書
の

中
に
は
、
書
写
の
年
代
と
場
所
及
び
書
写
者
僧
溶
菊
潭
の
名
と
感
想
の
詩

文
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
、
書
写
年
時
と
そ
の
書
写
場
所
と
を

ま
と
め
て
み
る
と
表
Ｉ
の
如
く
に
な
る
。

こ
れ
か
ら
気
づ
く
こ
と
は
、

㈲
書
写
年
時
は
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
か
ら
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
ま
で
の
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三
年
に
亙
っ
て
い
る
こ
と
。

自
書
写
場
所
が
、
④
南
都
極
楽
院
（
西
大
寺
）
＠
黄
檗
宝
蔵
院
、
④
難
波

徳
春
庵
、
ｅ
京
師
貫
華
堂
、
⑱
洛
山
鴨
川
之
旅
邸
と
推
移
し
て
い
る
こ

、
し
」
○

日
筆
写
の
順
序
が
巻
の
初
か
ら
順
次
に
進
め
ら
れ
た
も
の
で
な
く
、
前
後

倶舎論光記筆写年時・場所〔表I]

光記・宝
を通して

筆写年llIII

宝疏
での冊数|巻数 筆写場所

洛山鴨川之旅邸

錯
雑
し
て
い
る
こ
と
、
あ
た
か
も
手
当
り
次
第
で
あ
る
か
の
感
あ
る
こ

と
な
ど
で
あ
る
。

先
に
「
華
厳
春
秋
」
に
よ
っ
て
鳳
漉
の
伝
に
触
れ
た
際
、
貞
享
川
年
に

東
大
寺
清
涼
院
に
於
て
「
光
記
」
「
宝
疏
」
を
書
写
し
た
と
記
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
述
・
へ
た
が
、
実
際
は
こ
こ
に
見
ら
れ
る
如
く
貞
享
四
年
に
終
っ
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た
の
で
な
く
そ
の
後
三
年
に
亙
っ
て
書
写
が
完
了
し
た
の
で
あ
っ
た
。

次
に
筆
写
場
所
に
つ
い
て
い
え
ば
、
④
極
楽
院
に
つ
い
て
は
「
華
厳
春

秋
」
に
よ
る
と
元
禄
三
年
（
一
六
九
○
）
鳳
潭
三
十
二
歳
の
時
に
「
因
明
大

琉
紗
」
を
書
写
し
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
無
関
係
で
な
い
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
又
＠
の
宝
蔵
院
は
、
こ
れ
は
師
の
鉄
眼
所
住
の
寺
で
あ
り
、

鳳
淑
も
こ
こ
に
居
た
こ
と
が
「
華
厳
春
秋
」
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、

今
問
題
は
な
い
。
し
か
し
、
以
上
二
ヶ
所
以
外
の
ｅ
京
都
貫
華
堂
、
及
び

④
偲
春
庵
に
つ
い
て
は
今
私
に
は
わ
か
ら
な
い
。
も
っ
と
も
胤
潭
が
京
都

に
住
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
し
、
難
波
の
生
ま
れ
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
か
ら
、
そ
の
縁
り
の
所
に
は
違
い
な
い
が
そ
れ
が
現
在
の
ど
こ
に
あ

る
か
明
か
で
な
い
。

し
か
し
胤
潭
が
自
ら
詩
を
作
っ
て
こ
の
本
の
書
写
を
な
し
得
た
こ
と
に

つ
き
一
巻
毎
に
喜
び
を
述
、
へ
て
い
る
が
、
大
切
な
宝
と
こ
の
害
を
讃
じ
て

い
る
こ
と
や
、
又
、
書
写
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
白
衣
に
書
い
て
書

庫
か
ら
こ
っ
そ
り
持
ち
出
し
た
と
い
う
逸
話
（
後
述
参
照
）
の
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
察
し
て
、
そ
の
よ
う
に
貴
重
な
本
が
は
た
し
て
あ
ち
ら
こ
ち
ら

持
ち
歩
く
こ
と
が
許
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
不
審
が
な
い
で
は
な
い
。
又
、

巻
に
よ
っ
て
原
本
の
所
蔵
場
所
が
違
っ
た
と
し
て
も
、
旅
宿
で
書
写
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
持
ち
歩
い
て
い
た
ら
し
く
思
わ
れ
、
寺

院
で
書
写
し
て
い
る
の
と
は
異
る
よ
う
で
あ
る
。

次
に
、
筆
写
の
順
位
が
巻
の
次
第
に
よ
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
ど

う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
と
す
れ
ば
雲
華
院
蔵
本
は
後
で
整
理
、

製
本
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
し
て
、
｜
」
の
筆
写
本
の

原
本
は
極
楽
院
、
龍
蔵
院
な
ど
一
ヶ
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
か
ど
う

か
。
或
は
そ
れ
ぞ
れ
の
所
で
別
為
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
も
の
で
は
な
い
か

と
い
う
疑
問
が
残
る
。
こ
れ
ら
筆
写
に
つ
い
て
の
疑
問
は
多
い
が
、
今
、

い
ず
れ
と
も
断
定
す
る
こ
と
は
出
来
か
ね
る
。

次
に
、
鳳
潭
の
作
に
な
る
詩
文
の
中
か
ら
、
彼
の
筆
写
に
対
す
る
熱
情

の
感
ぜ
ら
れ
る
い
く
つ
か
に
つ
き
、
私
の
見
た
限
り
そ
の
一
端
を
紹
介
し

た
い
と
思
う
。
詩
は
す
ぺ
て
二
十
三
あ
り
、
七
言
或
は
五
言
絶
句
よ
り
成

る
。
彼
が
こ
れ
を
書
写
し
た
の
は
実
に
二
十
九
歳
か
ら
三
十
一
歳
と
い
う

若
さ
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
若
さ
に
か
か
わ
ら
ず
単
に
精
進
努
力
だ
け

で
な
く
学
問
的
識
見
の
卓
抜
な
る
こ
と
は
驚
歎
の
外
な
い
。
即
ち
、
詩
は

大
体
、
こ
の
「
光
記
」
を
書
写
す
る
こ
と
の
出
来
た
喜
び
と
、
後
世
に
法

宝
を
弘
通
せ
ん
と
の
願
い
、
及
び
「
倶
舎
論
」
研
究
の
上
で
「
光
記
」

「
宝
疏
」
は
重
要
な
も
の
で
あ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
学
ぶ
者
の
な

い
こ
と
の
歎
き
を
叙
ゞ
へ
、
今
耆
写
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
を
永
く
伝
え

相
川
の
恩
に
応
え
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
そ
の
心
意
気
は

当
代
の
学
界
を
脾
睨
す
る
観
が
あ
る
。
今
、
そ
の
中
か
ら
二
、
三
を
紹
介

す
る
と
、

巻
七
（
五
冊
目
）
の
末
尾
に

世
親
大
士
立
経
宗
光
宝
相
扶
各
樹
功

後
世
只
驚
烟
海
遠
須
観
北
斗
掎
天
宮

と
い
う
。
世
親
の
供
舎
論
に
対
し
て
「
光
記
」
「
宝
疏
」
は
州
俟
っ
て
指

針
と
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
世
間
で
は
倶
舎
論
の
註
釈
書
と
い
え
ば
円
暉

の
「
倶
舎
論
頌
疏
」
を
専
ら
に
し
、
「
光
記
」
「
宝
疏
」
は
看
却
せ
ら
れ

て
き
た
こ
と
に
対
す
る
憤
想
が
感
ぜ
ら
れ
る
。

又
、
巻
十
三
（
八
冊
目
）
に
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聖
去
代
移
時
連
通
金
言
剥
蝕
誰
加
琢

拭
眸
頻
写
若
干
編
為
令
将
来
登
正
覚

と
い
い
、
巻
二
十
三
（
十
三
冊
目
）
に

正
白
蘭
紅
湘
水
浜
千
年
波
底
柾
霊
均

総
門
無
意
為
文
弔
日
写
金
細
結
勝
因

と
い
う
。
こ
れ
「
光
記
」
「
宝
疏
」
の
勝
れ
た
宝
あ
り
な
が
ら
佛
教
界
が

こ
れ
を
学
ぶ
こ
と
な
く
久
し
く
埋
れ
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
深
い
慨

歎
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
こ
と
を
切
友
と
訴
え
て
い
る
。
彼
が
当
時
の
学
界

に
於
て
復
古
派
の
一
巨
頭
で
あ
り
、
特
に
、
佛
教
界
の
革
新
的
熱
血
漢
で

あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
巻
十
四
（
八
冊
目
）
に

朔
風
徹
骨
腕
頭
寒
筆
凍
墨
泳
楮
几
問

還
憶
古
人
親
切
処
崎
岻
雪
嶺
幾
重
難

と
い
い
、
巻
二
十
四
（
十
四
冊
目
）
に

湖
筆
頻
馳
写
法
門
尤
嘉
名
教
可
長
存

割
筋
折
骨
何
堪
惜
一
片
赤
心
苔
祖
恩

と
あ
る
の
を
注
意
し
た
い
。
前
者
は
元
禄
元
年
十
二
月
の
書
写
、
後
者
は

貞
享
五
年
四
月
の
書
写
。
寒
さ
骨
髄
に
徹
す
る
冬
夜
に
一
巻
を
書
き
終
え

て
は
そ
れ
を
将
来
伝
持
し
た
古
賢
の
辛
酸
に
思
を
馳
せ
、
又
、
筆
を
走
ら

せ
て
法
宝
伝
持
の
一
助
を
な
し
得
た
こ
と
の
喜
び
を
思
う
に
つ
け
て
も
、

骨
を
折
き
筋
を
割
い
て
正
法
の
た
め
に
尽
し
た
祖
恩
が
ひ
た
す
ら
し
の
ば

れ
て
な
ら
ぬ
と
い
う
。
こ
こ
に
は
安
易
な
自
己
満
足
や
功
名
心
の
片
鱗
も

認
め
ら
れ
ぬ
で
は
な
い
か
。

次
に
、
写
本
の
内
容
を
他
の
諸
本
と
一
部
分
対
校
を
試
み
た
上
で
の
所

感
を
述
べ
て
み
た
い
。

大
正
大
蔵
経
所
収
の
「
光
記
」
に
あ
っ
て
は
各
巻
に
よ
っ
て
底
本
と
校

訂
本
が
異
る
が
、
今
こ
の
写
本
を
大
正
大
蔵
経
に
校
訂
し
て
あ
る
東
大
寺

古
写
本
と
比
較
し
て
み
る
と
文
字
の
異
同
の
点
に
於
て
は
一
致
し
、
こ
の

写
本
の
原
本
が
東
大
寺
本
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

第
二
に
「
宝
疏
」
に
つ
い
て
は
、
雲
華
院
蔵
本
は
内
題
を
「
倶
舎
諭
疏
」

と
し
「
唐
佛
授
記
寺
沙
門
法
宝
撰
」
と
し
て
い
る
。
全
て
十
五
巻
あ
り
、

後
の
筆
で
こ
れ
を
三
十
巻
の
品
名
に
書
き
変
え
て
い
る
。
こ
れ
は
現
行
大

正
大
蔵
経
第
四
十
一
巻
所
収
で
は
三
十
巻
と
な
っ
て
お
り
、
宝
永
元
年
刊

の
版
本
で
も
三
十
巻
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
写
本
は
そ
れ
ら
と
は
異
っ
て
古

い
十
五
巻
の
形
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
大
正
大
蔵
経
所
収
の

校
訂
本
の
参
照
か
ら
見
て
こ
れ
も
「
光
記
」
と
同
じ
く
東
大
寺
本
と
同
じ

も
の
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
撰
者
名
の
「
唐
佛
授
記
寺
沙
門
法

宝
撰
」
と
あ
る
の
が
、
現
行
刊
本
で
は
単
に
「
沙
門
法
宝
撰
」
と
あ
る
の

と
異
っ
て
い
て
、
こ
の
よ
う
な
形
も
東
大
寺
蔵
本
も
の
と
一
致
す
る
。
し

か
し
、
こ
の
「
宝
疏
」
は
先
の
「
光
記
」
に
比
し
て
後
で
袖
充
し
た
と
思

わ
れ
る
異
筆
が
多
く
、
論
本
第
六
・
七
（
五
冊
目
）
、
論
本
第
十
一
・
十

二
（
七
冊
目
）
論
本
第
十
三
・
十
四
（
八
冊
目
）
、
諭
本
第
二
十
六
・
二

十
七
（
十
四
冊
目
）
が
追
加
分
で
あ
り
、
こ
の
補
充
分
は
三
十
巻
本
の
品

題
に
依
っ
て
い
る
。
巻
十
二
分
別
世
品
第
三
之
五
は
古
来
欠
本
と
な
っ
て

い
て
、
大
正
六
年
に
石
山
寺
で
延
宝
三
年
の
覚
樹
本
が
発
見
さ
れ
る
ま
で

欠
け
て
い
た
．
大
正
大
蔵
経
で
は
石
山
寺
発
見
の
本
に
よ
っ
て
補
欠
さ
れ

た
の
で
欠
本
が
な
い
が
、
宝
永
元
年
版
や
続
蔵
経
に
は
も
と
よ
り
欠
本
と

な
っ
て
お
り
、
こ
の
雲
華
院
蔵
本
で
も
同
様
欠
本
と
な
っ
て
い
る
。
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写
本
の
巻
十
は
現
行
本
の
巻
十
九
、
分
別
随
眠
品
第
五
之
一
に
当
り
、

共
に
脱
文
追
加
分
を
有
す
る
が
、
雲
華
院
蔵
本
に
あ
っ
て
は
こ
の
部
分
が

後
の
版
本
に
よ
る
「
脱
之
一
’
九
」
の
九
丁
で
補
充
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

部
分
は
分
別
随
眠
品
第
五
之
一
の
最
初
の
部
分
で
、
大
正
大
蔵
経
巻
四
十

一
、
六
八
七
頁
ｂ
五
行
目
「
正
理
諭
云
」
か
ら
六
九
○
頁
ａ
十
三
行
の

「
下
八
地
通
」
ま
で
で
あ
る
。
こ
こ
の
部
分
は
宝
永
元
年
の
版
本
を
見
る

と
「
脱
文
」
と
し
て
追
加
し
て
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
不
思
議
な
こ
と

に
、
現
在
大
谷
大
学
図
書
館
に
は
宝
永
元
年
版
と
称
す
る
も
の
が
三
本
あ

っ
て
、
二
本
は
「
平
安
城
宣
風
坊
書
林
井
上
実
氏
蔵
板
」
の
も
の
で
あ
り
、

一
本
は
「
高
野
山
與
山
寺
蔵
版
」
の
も
の
で
あ
る
が
、
内
容
は
三
本
と
も

全
く
同
じ
も
の
で
あ
る
に
拘
ら
ず
、
前
者
は
二
帖
目
の
後
に
脱
之
一
か
ら

脱
九
ま
で
の
九
丁
を
追
補
し
て
あ
る
の
に
反
し
、
後
者
に
は
そ
れ
に
相
当

す
る
部
分
の
脱
文
追
加
部
分
が
な
い
。
こ
の
宝
永
元
年
版
と
称
す
る
も
の

は
竜
谷
大
学
図
書
館
に
も
四
部
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
調
、
へ
る
機
会

に
恵
ま
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
大
谷
大
学
図
書
館
に
あ
る
「
高

野
山
典
山
寺
蔵
版
」
と
称
す
る
も
の
は
な
く
、
又
脱
文
部
分
は
初
か
ら
全

て
補
充
さ
れ
て
い
る
刊
本
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
宝
永
元
年
版
の
原
本
に
つ

い
て
は
先
の
如
き
巻
末
の
記
録
し
か
わ
か
ら
な
い
が
、
し
か
し
こ
の
二
本

と
も
内
容
は
一
致
し
て
い
る
の
だ
か
ら
同
じ
原
本
で
あ
る
こ
と
に
違
い
な

い
。
そ
れ
な
の
に
脱
文
の
補
充
の
有
無
の
別
が
あ
る
の
は
何
故
で
あ
ろ
う

か
。
補
充
分
の
あ
る
刊
本
は
い
づ
れ
も
二
帖
目
の
枠
外
に
「
倶
舎
諭
疏
十

九
巻
二
葉
目
脱
文
」
と
あ
り
「
脱
一
’
九
」
が
入
っ
て
い
る
が
、
與
山
寺

蔵
版
の
も
の
は
こ
の
文
か
な
く
追
加
さ
れ
て
も
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と

か
ら
最
初
の
刊
本
で
あ
る
宝
永
元
年
版
で
は
未
だ
脱
文
部
分
が
発
見
さ
れ

て
お
ら
ず
、
そ
の
部
分
を
空
け
て
刊
行
し
た
が
、
後
に
発
見
さ
れ
て
「
脱

文
一
’
九
」
と
し
て
宝
永
元
年
版
に
補
充
さ
れ
た
の
で
現
在
の
よ
う
な
二

種
の
宝
永
元
年
版
が
存
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
或
は
こ
の
両

者
は
版
元
が
違
う
の
で
一
方
は
脱
文
を
知
ら
ず
に
落
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
ｃ

し
か
し
、
脱
文
の
部
分
は
誰
れ
に
よ
っ
て
、
ど
こ
で
発
見
さ
れ
た
と
い
う

記
録
は
な
い
し
、
又
、
発
見
さ
れ
て
補
充
さ
れ
た
の
は
宝
永
元
年
版
の
前

か
後
か
と
い
う
こ
と
も
分
ら
な
い
・

刊
本
に
つ
い
て
は
こ
れ
位
に
止
め
、
さ
て
今
度
は
雲
華
院
蔵
本
で
あ
る

が
、
こ
の
部
分
は
、
脱
文
の
前
の
「
論
五
発
業
有
」
ま
で
書
い
て
紙
の
表
、

余
白
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
止
め
、
脱
文
の
後
の
「
二
断
若
聖
人
」
か
ら

紙
を
改
め
て
書
い
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
を
書
写
し
た
当
時
原
本
の
こ

の
部
分
は
脱
文
に
な
っ
て
お
り
、
書
写
す
る
中
に
そ
れ
に
気
づ
い
て
紙
を

改
め
た
も
の
か
と
推
察
さ
れ
る
．
従
っ
て
、
宝
永
元
年
開
版
の
時
に
既
に

脱
文
部
分
が
発
見
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
鳳
潭
筆
写
時
に
は
そ
れ
が
発
見

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
雲
華
院
蔵
本
で
は
こ
の
脱
文

部
分
を
刊
本
で
補
充
し
て
あ
る
か
、
そ
れ
は
後
世
の
人
が
鳳
潭
筆
写
本
に

補
充
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
又
、
宝
永
元
年
開
版
時
に
既
に
脱
文
部
分

が
発
見
さ
れ
て
い
た
か
、
そ
の
後
発
見
さ
れ
て
宝
永
元
年
版
に
補
充
さ
れ

た
か
わ
か
ら
な
い
が
、
宝
永
元
年
は
鳳
潭
四
十
五
歳
の
時
で
あ
り
、
こ
の

「
宝
疏
」
巻
十
九
を
筆
写
し
た
貞
享
四
年
か
ら
十
五
年
後
に
当
り
、
鳳
潭

自
身
で
脱
文
部
分
を
追
加
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
補
充

分
の
刊
本
は
現
在
宝
永
元
年
版
と
称
さ
れ
る
も
の
と
は
同
版
で
な
く
、
そ

の
後
の
版
本
と
思
わ
れ
る
が
、
何
時
の
も
の
か
わ
か
ら
な
い
の
で
断
定
は

出
来
な
い
。
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「
宝
疏
」
も
「
光
記
」
と
同
様
、
各
巻
に
奥
書
が
あ
り
、
筆
写
の
年
時

と
場
所
、
著
者
名
、
所
感
の
詩
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
、
書
写
年

時
、
場
所
、
書
写
順
序
に
つ
い
て
は
表
Ｉ
の
如
く
な
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
要
約
す
る
と
、
次
の
如
き
で
あ
る
。

日
「
宝
疏
」
の
書
写
年
時
は
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
か
ら
貞
享
四
年
（
一

倶舎論宝疏筆写年時・場所〔表Ⅱ〕

”溌浮ゞ ￥“”
|東洛貫華堂

貞享3(1686)5月 黄檗山宝蔵禅ル

｜

’

’

’

|｜
’

次
に
、
奥
書
の
中
か
ら
い
く
つ
か
を
紹
介
す
る
と
、

「
宝
疏
」
の
奥
書
は
「
光
記
」
の
よ
う
な
詩
は
少
な
い
が
、
倶
舎
論
の
伝

流
、
「
光
記
」
、
「
宝
疏
」
の
入
手
、
佛
教
学
に
対
す
る
見
賊
な
ど
を
記

し
て
い
る
点
で
興
味
深
い
・

巻
一
之
餘
の
巻
末
に
は
、
次
の
識
語
が
あ
る
。

原
夫
斯
論
之
流
伝
者
蓋
親
依
始
開
釈
而
後
基
干
梁
陳
盛
千
晴
唐

｜
’

(○印は奥書の有る巻

吉
写
巻
数
の
順
不
同
と
鳳
潭
の
貞
享
三
年
か
ら
元
禄

二
年
ま
で
の
四
年
間
に
亙
っ
て
書
写
し
た
居
住
場
所

が
知
ら
れ
る
。

六
八
七
）
の
二
年
間
で
あ
り
、
「
光
記
」
書
写
よ

り
先
に
な
る
。

㈲
書
写
場
所
は
④
東
洛
貫
華
堂
、
＠
黄
檗
山
宝
蔵
院

ｅ
東
大
寺
龍
蔵
院
で
あ
る
。

同
「
光
記
」
の
如
き
書
写
順
序
に
大
き
な
混
乱
は
な

く
、
初
巻
か
ら
順
次
に
つ
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
、

中
で
巻
一
と
巻
二
だ
け
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
も
先
に
鳳
潭
の
伝
を
「
華
厳
春
秋
」
で
見

た
際
に
「
貞
享
四
年
東
大
寺
渭
涼
院
書
写
」
と
あ
る

の
と
は
異
る
。
し
か
し
東
大
寺
龍
蔵
院
に
つ
い
て
は

「
華
厳
春
秋
」
に
よ
る
と
貞
享
三
年
に
「
琉
伽
論
略

蟇
」
「
職
伽
論
倫
記
」
「
法
苑
義
林
章
」
等
を
伝
写

し
て
い
る
と
い
う
記
録
が
あ
る
か
ら
無
関
係
で
は
な

い
。
尚
「
光
記
」
「
究
疏
」
の
筆
写
年
・
場
所
・
巻

数
を
書
写
年
の
順
に
整
理
す
る
と
表
Ⅲ
の
如
く
な
り
、
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爾
来
及
迫
笑
師
之
再
翻
門
人
三
千
達
者
七
十
当
時
深
達
莫
瞼
光

宝
二
師
者
各
製
本
疏
尽
善
檀
芙
大
関
義
門
之
奥
調
而
沐
洽
後

昆
之
浅
識
焉
亮
功
勲
以
可
思
議
乎
余
数
載
之
間
遊
学
南
方
適

就
一
房
忽
獲
此
二
疏
不
甚
（
堪
？
）
欣
井
仰
讃
法
宝
之
入
手
傭

倶舎論光記・宝疏筆写順序 〔表Ⅲ〕

’
１
１
１
１

;'普職数｜筆写場所
f2(2)|

筆雰年
一望 I

’
日｜光冒；

’
月

I

月
月
月

５
ｍ
ｕ

聿疏2

貞享3(1686)

丙 寅

(鳳潭28歳）

｜宝疏，（1）｜束洛貫華堂
’

宝疏3（3）｜黄檗山宝蔵禅院

l-i ｜

’
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
ｒ
ｐ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
・
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
宮
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

宝疏19(10)

宝疏21（11）

宝疏23（12）

宝疏3(）（15）

光記4（3）

光記12(7)

東大寺龍蔵院1月上旬
｜

’

I

’
東大寺龍蔵院 －l

－l
l

4（1687）貞享

2月23日

2月下旬

’’1月上旬
11月15日

丁、、、
」クlJ

(29歳） ’
南都極楽院

南都極楽院
：＝＝＝＝＝

1月上h)|光記'‘
2月光記8

3月光記10

4月中旬光記24

5 月 上 旬 光 記 2 3

(7)｜南部極楽院
（9）

( 7）黄檗宝蔵院

(14）｜極楽律院班堂

(14）南都極楽院

回
頽
風
之
倒
潤
其
功
亦
莫
等
基
益
何
有
測
手
因
進
而
描
写
遂
成
。

倶
舎
論
が
中
国
に
於
て
初
め
て
訳
出
さ
れ
た
の
は
陳
代
の
真
諦
三
蔵
に

よ
っ
て
で
あ
り
、
陳
の
文
帝
天
嘉
四
年
（
五
六
三
）
二
十
二
巻
を
広
州
制
止

寺
に
於
て
訳
し
た
の
が
初
め
で
あ
る
。
次
い
で
第
二
訳
は
唐
代
の
玄
英
三

5（1688貞 享

戊 展

(30歳）

’5月上旬

6月

10月

11月

院楽極

ｊ
ｊ
皿
８

く
く

５
３
２
１

記
記

光
光’
光記17(10)

｜光記1余(1)|洛山'鴨川之旅邸30日改元}月

|’ 光記6（5）11月中旬元禄1(1688)

戊 辰

（30歳）

|】2月2百 ｜I |京師貫華堂光記14（8）

’洛山鴨河之容膝斎 ｜

|’

12月8日光記15(9)

12月中旬

1

光記7（‘）’ｌ
’
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蔵
に
よ
っ
て
永
徽
二
年
’
五
年
（
六
五
一
’
六
五
四
）
に
訳
出
さ
れ
た
。
か
く

て
倶
舎
論
が
訳
出
さ
れ
る
や
「
倶
舎
学
」
は
そ
れ
ま
で
の
「
毘
曇
学
」
に

代
る
地
位
を
占
め
、
特
に
玄
葵
の
下
に
は
多
く
の
倶
舎
学
者
が
生
ま
れ
た
。

そ
の
中
で
も
普
光
・
法
宝
は
神
泰
と
共
に
傑
出
し
た
学
匠
で
あ
り
、
各
を

筆写年’ ’光記
／

（

宇疏の
掌数’

1

筆写場所

難波徳春庵

月日

1月1日

1月上旬

1月

1月15日

（）は冊数

光記18(11)

光記26(15)

光記21（12）

光記19(11)

’ ｜’
元禄2（1689

己已
1月15日｜光記27(15)

(31歳）

’ ’1月下旬 光記20（12） 摂国難波徳春庵

1月下旬 ｜

’
｜光記28（16）

｜光記30（16）1月30日 難波徳春庵

註
疏
を
作
っ
た
．
鳳
潭
は
南
部
に
遊
学
し
て
は
か
ら
ず
も
二
房
で
こ
の
二

疏
を
入
手
し
、
喜
ん
で
書
写
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
全
巻
で

あ
っ
た
か
否
か
、
そ
れ
は
わ
か
ら
な
い
。
も
し
全
巻
で
あ
つ
と
す
る
と
、

先
に
「
光
記
」
の
時
に
も
触
れ
た
如
く
、
一
ヶ
所
で
な
く
各
地
で
書
写
し

て
い
る
の
は
何
故
か
と
不
審
に
思
わ
れ
る
。

次
に
、
巻
五
で
は
世
親
の
倶
舎
論
に
よ
っ
て
佛
教
の
深
奥
を
究
め
、
唐

代
に
玄
奨
の
訳
（
新
訳
）
が
出
て
以
来
盛
に
そ
れ
が
研
究
さ
れ
た
が
、
そ

の
後
こ
れ
を
学
ぶ
者
が
な
く
な
り
、
残
念
に
思
っ
て
い
た
と
し
、
今
こ
の

疏
を
入
手
出
来
た
こ
と
を
喜
ん
で
い
る
。

又
、
巻
九
で
は

此
疏
東
漸
其
又
久
美
日
就
月
将
像
教
澆
未
学
者
怠
獺
以
日
下
衰

或
籍
此
経
疏
諭
解
多
致
紛
差
今
南
京
大
華
厳
寺
清
涼
公
者
蔵
諸

筐
術
緊
守
不
川
雌
然
上
人
以
余
好
学
之
切
感
激
而
示
余
以
斯
疏

余
不
堪
欣
喜
敬
更
写
之
云
々

と
あ
る
が
、
こ
こ
で
胤
潭
が
こ
の
疏
を
入
手
し
た
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
大
華
厳
寺
清
涼
公
」
と
い
う
の
は
先
に
見
た
「
華
厳
春
秋
」
の
中
の
東

大
寺
清
涼
院
で
光
宝
二
記
を
書
写
し
た
と
あ
る
記
録
に
符
合
す
る
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
巷
間
に
伝
え
ら
れ
る
如
き
、
光
宝
二
記
を
白
衣
の

裏
に
書
い
て
こ
っ
そ
り
持
ち
出
し
た
と
い
う
逸
話
も
、
こ
こ
に
は
鳳
潭
の

好
学
の
意
に
感
じ
て
与
え
ら
れ
た
と
自
分
で
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
推
し

て
、
事
実
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
単
な
る
伝
説
に
過
ぎ
な
い
と
断
じ
て
よ
か

ろ
』
フ
。

巻
三
十
、
「
宝
疏
」
の
書
写
順
序
で
は
最
後
の
も
の
で
あ
り
、
全
巻
書

写
し
終
っ
た
時
の
記
載
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
、
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聰
明
之
論
学
者
住
々
損
為
沈
附
名
相
之
凋
疾
其
不
流
伝
既
久
英

誠
足
怪
耳
潜
在
南
京
近
獲
光
宝
二
師
所
撰
之
疏
本
欣
喜
而
写
之

運
筆
如
飛
造
次
之
間
而
功
己
成
伏
且
閲
焉

其
閨
明
奥
語
酒
昌
弗
娼
若
偏
目
舎
小
就
大
則
不
識
何
以
摂
群
機

何
以
度
諸
幽
（
幽
？
）
滞
小
能
兼
大
元
離
小
之
大
大
即
小
小

大
相
既
始
当
元
碍
幾
庶
後
昆
莫
有
墨
守
一
辺
援
拠
群
義
之
弘
博

以
為
等
沙
之
厭
是
請
思
焉
。

と
あ
り
、
胤
源
の
佛
教
学
に
対
す
る
卓
抜
な
る
識
見
が
う
か
が
わ
れ
る
。

即
ち
小
乗
を
捨
て
て
大
乗
の
み
学
ぶ
よ
う
な
偏
目
偏
見
の
態
度
で
は
ど
う

し
て
多
く
の
機
根
の
衆
生
を
度
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
か
。
小
は
能
く
大

を
兼
ね
る
か
ら
小
乗
は
大
乗
を
離
れ
て
は
な
く
、
小
大
相
即
で
あ
る
。
だ

か
ら
一
方
だ
け
に
偏
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
八
宗
を
兼
学
し
、
全
て
を
古
流
原
始
に
測
っ
て
究
め
よ
う
と
し
た
鳳

諏
の
面
目
を
あ
り
あ
り
と
う
か
が
え
る
の
で
は
な
い
か
。
中
国
以
来
、
大

乗
佛
教
を
専
門
に
す
る
者
は
ほ
と
ん
ど
小
乗
を
見
る
こ
と
の
な
い
の
が
通

常
で
あ
る
が
、
そ
う
い
っ
た
偏
狭
な
佛
教
観
に
対
し
て
彼
は
猛
省
を
促
し

て
い
る
。
又
、
鳳
潭
は
光
宅
寺
法
雲
の
「
法
華
義
記
」
を
刊
行
し
て
そ
の

序
を
書
い
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
於
て
も
、
天
台
が
い
か
に
す
ぐ
れ
て
い

る
と
は
い
え
、
光
宅
の
「
義
記
」
を
知
ら
ず
し
て
そ
の
真
価
を
知
る
こ
と

が
出
来
ぬ
と
い
う
意
味
を
力
説
し
て
い
る
の
と
同
一
論
旨
で
あ
り
、
合
せ

て
彼
の
学
究
姿
勢
を
も
の
が
た
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
こ
れ
ま
で
「
光
記
」
「
宝
疏
」
の
各
巻
の
奥
書
か
ら
、
筆
写
年

時
・
場
所
を
整
理
し
、
鳳
潭
の
書
き
添
え
た
詩
文
か
ら
い
く
つ
か
を
紹
介

し
て
彼
の
「
光
記
」
「
宝
疏
」
に
対
す
る
姿
勢
、
入
手
の
事
情
、
佛
教
学

へ
の
態
度
な
ど
を
う
か
が
っ
て
み
た
。
然
る
に
こ
の
「
光
宝
二
記
」
が
は

た
し
て
鳳
瀧
の
肉
筆
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
彼
の
自
筆
と
照
合
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
今
の
私
に
は
結
論
し
得
る
所
で
な
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
少
な
く
と
も
鳳
潭
が
「
光
宝
二
記
」
を
東
大
寺
で
書
写
し

て
い
る
と
い
う
伝
は
「
華
厳
春
秋
」
に
も
見
え
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
彼

が
倶
舎
論
を
学
び
、
自
分
で
も
「
倶
舎
論
冠
註
」
「
頌
疏
講
苑
」
各
十
四
巻
、

「
倶
舎
論
新
紗
」
一
巻
と
い
う
註
疏
を
書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
肉
筆
で

な
い
に
し
て
も
当
時
の
書
写
し
た
も
の
を
伝
え
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ

る
。
従
っ
て
、
又
そ
こ
に
記
さ
れ
た
鳳
潭
自
身
の
詩
文
も
鳳
潭
の
人
柄
を

知
る
為
の
資
料
と
し
て
興
味
あ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
筆
写
場
所
も
大
体

凧
潭
に
関
係
あ
る
所
で
あ
り
、
筆
跡
そ
の
も
の
の
真
否
は
断
じ
得
な
い
け

れ
ど
も
識
語
等
よ
り
推
し
て
こ
の
害
写
本
は
、
仮
り
に
鳳
潭
の
肉
筆
で
は

な
い
と
し
て
も
、
す
く
な
く
と
も
鳳
潭
自
身
の
書
写
本
に
直
接
も
と
づ
い

た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
て
あ
ろ
う
。
た
だ
、
筆
写
年
時
が
前
後

四
年
に
亙
り
、
各
地
で
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
雲
華
院
の
旧
蔵
で
あ
っ

た
等
の
事
情
よ
り
察
し
て
後
の
整
理
、
製
本
を
経
た
も
の
か
と
も
思
わ
れ

ぬ
で
は
な
い
。
後
に
こ
の
光
宝
二
記
を
詳
細
に
読
ん
だ
上
で
、
多
分
元
禄

十
五
年
・
宝
永
元
年
の
版
本
と
対
校
を
経
て
文
字
の
異
同
を
書
き
込
み
注

記
も
書
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
書
込
み
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
勿

論
で
あ
る
が
、
今
は
そ
れ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ぬ
。
更
に
、
筆
写
年
時

に
於
て
巻
数
の
順
序
不
同
な
の
は
何
故
か
と
い
う
こ
と
も
問
題
と
し
て
残

さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
実
に
今
日
迄
の
長
い
間
、
書
庫
に
眠
っ
て
い
た
こ
の
書
物
を
こ

こ
に
簡
単
に
紹
介
し
た
。
鳳
潭
が
こ
れ
を
書
写
し
た
時
に
、
そ
れ
ま
で
余
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り
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
歎
い
て
い
る
が
、
今
又
そ
の
も
の
が
永
く
埋 

せ
ら
れ
て
俱
舎
学
研
鑛
の
一
層
隆
盛
に
赴
く
こ
と
は
先
人
の
み
の
喜
と
す 

れ
て
い
た
の
ち
見
出
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
奇
し
き
因
縁
を
感
じ
な
い
で 

る
所
で
は
な
か
ろ
う
と
思
う
こ
と
で
あ
る
。
 

は
お
れ
ぬ
。
こ
れ
を
機
会
に
鳳
潭
の
望
ん
だ
如
く
、
こ
れ
が
識
者
に
注
目
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